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内容紹介
Let Over Lambdaは世にある中でも最も過激なコンピュータプログラミング書籍の1つだ。基礎から始まり、最も高度な言語、すなわちCommon Lispの最も高度な機能を説明する。トップ1%のプログラマだけがLispを使う。そして本書を理解すれば、そのLispプログラマのトップ1%になるのだ。本書は、プログラムを書くプログラムであるマクロに関するものだ。マクロこそが、Lispを世界で最も偉大な言語たらしめているものなのだ。正しく使えば、驚くべき抽象化の技法、プログラマの生産性、コードの効率、そして他所では耳にすることすらないようなセキュリティをもたらしてくれる。マクロは、他の言語では全く不可能なことを可能にしてくれるのだ。もしあなたが探しているのが、現代のどんな言語を使うにせよ、常識的なテクニックを切り刻み直すだけの無味乾燥としたコーディングマニュアルなのだとしたら、本書はあなたには向かない。本書は、プログラミングに関する我々の知識を押し広げるためのものだ。本書はあなたがたった今抱えている問題を解決する助けとなる有用なマクロ技能を教えるが、同時に読者を楽しませ、刺激するようにも設計されている。Lispとは、あるいはプログラミング自体がいったい何のためのものなのかを疑問に思ったことがあるなら、本書こそがあなたの探し求めていたものなのだ。
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